
中間報告
土砂災害における避難道路ネットワークの現状と解決策の提案



背景

日本経済新聞：https://www.nikkei.com/article/DGXMZO60822460W0A620C2EAF000/

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO60822460W0A620C2EAF000/


背景

https://www.shinmai.co.jp/news/article/CNTS2021081700277

https://www.shinmai.co.jp/news/article/CNTS2021081700277


問題
• 土砂災害により、道路が使えなくなり孤立集落が発生する可能
性

→①土砂災害によって、孤立する箇所の指摘
②孤立する集落の人々が最低限避難ができる提案



意義

• 土砂災害が起きた際に、安全に避難所にたどり着ける

• 対策を早急に行わなければいけない地域（場所）の発見



問題のモデル
• 長野県上田市をモデル

長野県は降水量が全国最低水準だが、
土砂災害警戒区域は全国で４番目

上田市は県内で主要な地点の中で
最も雨が少なく、土石流は一番多い

降雨量の増加によって危険性あり



問題のモデル
• 土砂災害には、土石流、地すべり、がけ崩れがあり、大雨や集
中豪雨が主な原因となるものは土石流

• 上田市は、県内の主要な地点の中で土石流が最も多い

長野市 松本市 上田市

土石流警戒区域+
土石流特別警戒区域

417か所 373か所 734か所

長野県
https://www.pref.nagano.lg.jp/sabo/infra/sabo/dosha/basho.html

https://www.pref.nagano.lg.jp/sabo/infra/sabo/dosha/basho.html


研究の方法
• QGIS

• 土砂災害警戒区域、道路ネットワークをQGISの上田市地図上に
プロットして行う

• 距離の測定には、QGISのプロセシングのツールボックス中の
ネットワーク解析の最短経路を使う



現時点での取り組み
①土砂災害が発生する町丁目での被災者数の推計

②土砂災害を考慮しない（現状）避難所までの最短の距離

③土砂災害を考慮した避難所までの最短距離

④現状と問題から解決する提案（案）



①土砂災害が発生する町丁目での被災者数の推計（推計方法）

数字は２５０ｍメッシュの人口

茶色は土砂災害警戒区域（特別
含む）



①土砂災害が発生する町丁目での被災者数の推計

192町丁目中134町丁目が被災者が
でる可能性がある地域



②土砂災害を考慮しない（現状）避難所までの最短の距離

設定

• 避難の出発点は、各地域の土砂災害警戒区域内を２５０ｍメッシュで区切り、最も人が
住んでいるメッシュの重心に近い道路上に出発点を置く（便宜上）

• 被災しない地域は避難しない

• 避難する場所は避難場所ではなく、避難所
避難場所を除いた理由
→避難場所は野外が多く、土砂災害を引き起こすような大雨の中の避難先として適切ではない



上田市の設定
茶色い部分・・・土砂災害警戒区域
白の点・・・250ｍメッシュの重心

青の点・・・避難者の出発点
緑の線・・・道路

数字・・・２５０ｍメッシュの人口

避難の出発点（青の点）は、各地域の土砂災害
警戒区域を２５０ｍメッシュで区切り、最も人
が住んでいるメッシュの代表点（重心に最も近
い道路に点）



③被災する町丁目から最短の避難所までの実際の距離の測定

単位：m



③被災する町丁目から最短の避難所までの実際の距離の測定



③被災する町丁目から最短の避難所までの実際の距離の測定

平均避難距離：1470ｍ



③土砂災害を考慮した避難距離測定
• 設定

避難所まで最短距離で到達する道路で、土砂災害があった場合を
想定

最短経路
避難所

＊自分の地域での災害からは避難できる

迂回しなきゃ… 土砂災害



③土砂災害を考慮した避難距離測定

避難距離が変わった町
丁目のみ

△…避難可
×…避難不可



③土砂災害を考慮した避難距離測定
町丁目 避難所（考慮なし） 避難距離（考慮なし） 避難所（考慮あり） 避難距離（考慮あり）



上田市

オレンジ・・・避難が難しい地域
青い点・・・避難所

32町丁目避難が難しい（大
日方は避難可）
推計被災者 3873人



④現状と問題から解決する提案（案）
1.既にある何らかの施設を利用

2.土砂災害を引き起こす箇所の斜面対策

3.道路の防災対策（強化）

（4.避難できない町丁目すべてに避難所を設置）



1.既にある施設の利用
施設の条件
• 土砂災害の被害にあわない

施設の案
• 学校、幼稚園などの教育機関
• 病院
• 市の運営施設



既にある施設の利用

避難不可
－8町丁目

避難者数
－782人



2.土砂災害を引き起こす箇所の斜面対策
代替施設の利用を考慮

最も近い避難所までの
最短避難経路の斜面強化

赤線で示した道路の斜面
等を強化すると〇の地域

を除き、避難可能



3.道路の防災対策（強化）
• 道路の拡幅
→拡幅しても道路全体を覆って土砂が流れる箇所が多い



今後
• １０月中旬まで問題の解決策を模索

• １０月中旬以降 内容のまとめ、論文執筆
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